



An Experimental Study of Buttoning (Par 1)












































































































































































































































































































































































































































































































































































＼項・管壁・・番 40　番 50　番 60　番
緯　　　糸
　　　髭
@　　σ
ﾍ　　　囲
　　　　　本　　　7．4
@　　1．05
U　～　o　　　　　’
　　　　　本　　　6．3
@　　1．22
T　～　9
　　　　　本　　　4．9
@　　1．39
R　～　8
　　　　　本　　　3．8
@　0．91
R　～　5
経　　　糸
　　　弐
@　　σ
ﾍ　　　囲
　　　6．4
@　0．93
T　～　9
　　　5．3
@　0．89
S　～　7
　　　4．1
@　0．92
R　～　6
　　　3．1
@　0．72
Q　～　　4
考 察
　　1・ボンタ付けの構造と糸切断布切断および引つ張りの強さの関係
衣服地のミシソ縫い肋嫡搬および，その嚇のしかたが，糊断か糸嫡力㍉いずれの破
断のしかたをとるかは魏と糸徽とStHの大きさ，縫い糸の搬，さらに上糸と下糸の引つ掛け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一50一
強度と織糸の強度等の相互関係によつて定まることは実験的にもすでに明らかにされている1）6）8）
9）。ボタソつけの場合においても布地に対して直角方向にボタソを引き離す張力が働いた場合，い
わゆる引つ掛け，引つ張りの作用が生ずるのは，糸足の間にはさまれた織糸m本と使用糸N本と
の間であり，両者の強度の相互関係によつて次式のごとく，糸が切れるか布が切れるかが決まると
推測されるo
　　　F・N＞f　・”m・a　　ならば布切断……①
　　　F・N　＜　f・m・a　　ならば糸切断……②
　ただし
　　　F：使用糸1本の強度（9）
　　　　f：織糸1本の強度（g）
　　　N：織糸と引つ掛かりあう使用糸の本数（本）
　　　　n：ボタン穴に渡つている使用糸の本数（本）
　　　m：使用糸と引つ掛かる布地1枚の織糸の本数（本）
　　　a：ボタンの付けられる布地の枚数
そして ﾎ講繍総（mm）｝と禰
　　　　　　　　　　　　m－d×あ（本）　　し
　　2・使用糸の強度の影響
　今回行つた実験の結果，表一4，図一5から明らかなように，要因A，B，　Cおよび布地，ボタソ
穴の方向・ボタソ穴に渡る糸本数，糸足の聞隔，すなわち上式におけるN，f，　mもすべて一定な
らば・使用糸の強度Fを小さいものから大きいものへと変えてボタン付けをすると，ボタソ付けの
強度は次第に増す。そしてはじめは糸切断であるが，Fの増加に伴つて切断強度は増加し，同時に
布切断がおこり・Fを増すほど布切断の出現率は高まつて実用に適さなくなることが明瞭となつ
た。
　　3．．使用糸の本数の影響
　表一4・表一6，図一一5に示したように，ボタソ穴に渡る糸数nを一定にし，糸止めのしかたを
図一1のようにした場合は，1本糸でボタソ付けをした方が，2本引きそろえ糸でするよりじよぶで
あつた。その理由は・図一一1の（ハ）と（二）の比較でわかるように，織糸と引つ張りあう有効な
糸数Nが・1本糸ではN＝n－－1，2本糸ではN＝n－2となり，F・（n－1）＞F・（n－2）となる
からであると理解される。
　　4．糸止めのしかたの影響
　図一1の（ハ）と（二）において，はじめの糸止めとおわりの糸止めとを結び合わせたとすれば．
1本糸でも2本糸でもN・＝nとなる。したがつて，1本糸と2本糸のじようぶさはほぼ同等となり．
かつ・切断強度は増加するであろう。表一1では，この点にふれているものが全く見当らない。
　　5．糸足を巻くことの効果
　表一4・表一6・図一5で明らかなように，糸足を巻くと，巻かない場合よりも抗張力はおよそ10
％増加した。図一1に示したように，nを増さないような巻き方であつたにかかわらず，このよう
に強度は増加した。やはり間接的に引つ張りに関与していると考えなければならない。　したがつ
て・巻いてもなお・②式の関係内にある場合はよいが，巻くことによつて①式の関係ともなり得る
から注意を要する。今回の実験においても表「5に示したように，30悉糸，40番糸の場合に，糸足
を巻くことによつて布切断の出現率が増加した。表一1で明らかなように，従来の教科書，指導書
ではこの点にまで注意を及ぼしていないのである。
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　　　’6．糸足の距離，方向，面積
　　今回の実験では，ボタソ穴の向きを図一一2のように定め，糸足は，2個のポタソ穴のそれぞれ真
下の2点に針穴が集まるよう配慮した。もし，この距離が大となればmが増加するからf。mが
大となり，ボタソ付けのじようぶさは増すであろう。また，ボタソ付けに際して，針穴が2点仁そ
れそそれ集中せず，分散して，ある面積を占めるようになれば，mは一方向の織糸だけではなく
て，それと直角方向の織糸も引つ張りに加わることになり，やはり強度の増加することが考えられ
る。また今回の試料布の場合，ボタソ穴の方向が90°向きを変えたとすれば，引つ張りにあずかる
織糸は経糸となる・経糸は緯糸よりも密度大で，糸引つ掛け強度も大であることは表一一2，表＿7
に示したとおりである。従つてf・mは今回の強度よりはるかに大となつて，よりじようぶなボタ
ン付けが得られるはずである。
　　7．力布の効果
　力布の繊糸は1cmという短かさである。したがつて引つ張り強度には関与しないと考えられる。
実験の結果・これが予測通りであつたことは表一4，表一6，図一5において明らかである。しか
し・表一5に示したように・布切断の場合には，力布をつけることによつてその出現率が減ずると
いう興味ある結果を得た。
　　8・Nとmを見出す簡単な方法
　先に述ぺた②式において，F・Nとf・maの大小関係は，　F，　fを機械を用いて実測しなくとも，
織糸と使用糸の引つ掛け，引つ張り試験を手で実施することによつて近似的に求められるはずであ
る。
　その手順は・布地やボタソ，用途などを総合的に考慮して，糸足の方向と間隔を定め，その間隔
にはさまれる織糸の本数をmとする。この方向の織糸を抜きとり，先に述べた引つ掛け試験によつ
て・はじめて使用糸が切れた時の織糸の本数をしらべ，5回以上の平均値をとつてこれをmノとする。
次にボ”の付けられる雛の布地の枚数を・とす」｝・・et’a宴aーN，す勅ちこのN徽糸と大
きな張力で引つ張りあつて，しかも布切断のおこらない最大の縫糸の本数である。本実験では
　　　　　　　m－d×尭一2Z5本x≒1「≒5．5本
　　　　　　　　　　　a＝2（表布と身返し布）
　　　　　　　　　∴　am≒11本となる。
　そこで表一7の測定値の平均値Xを仮にm’としてN≒聖一を計算し，実際のボタソ付けに採
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m
用したN＝3と比較してみると
　　　　　　　：：1慧　｝∴2－一
50番糸：
60番糸：
ま≒≒1・8＜2＜3
偽一≒2・2く3
　11　　　≒3。0窄33．8
∴　3本なら布切断
∴　3本なら糸切断
　すなわち，この簡便法に従つたとすれば，今回の実験布は30番糸，40番糸では，織糸をすくう
縫付け糸が2本および3本では布切断となりやすいから，それ以下の本数でなければならないとい
う情報を伝えたわけで・本実験の結果とかなり一致するものである。50番糸ではややはずれるが，
安全側の本数が示されるわけであるから実用上はさしつかえないものと思われる6
一52一
　　9．美を考慮した応用的考察
　美的要求の強い衣服にボタソを付ける場合には，布地とポタソとがきまつており，さらに糸は太
すぎず，糸足の間隔もなるべぐ狭く仕上げたいという条件が伴うことが多い。このような場合に
は，まず条件に適う糸を決め，上記の引つ掛け試験を行つて織糸の本数mを見出す。mから糸足
の間隔がおのずと決まるわけであるが，これがもしもまだ大き過ぎて，美の立場から，さらに小さ
くしたいという場合は，裏にカボタソをつけることによつてのみ，引つ張り強度を大にすることが
できる。力布では，今回の実験結果が示すように効果がうすい。
総
?
　ボタソ付けの引つ張り強度，およびそれが破断する場合，縫いっけている糸が切れるか，生地の
織糸が切れるかは，使用糸の強度（F）と織糸の強度（f）および直接引つ掛かり，引つ張りあう使
用糸の本数（N）と織糸の本数（ma）などの相互関係によつて定まり，布地の糸密度，力布やカボ
タソの有無，糸止めのしかた，糸足の間隔と方向，糸足の占める面積，使用糸を2本引きそろえる
か否かなどによつて影響されることが確かめられた。
　また，先に，ミシソ縫いにおいて，針目の大きさを選定する簡単な方法として，柴田9）が提案し
たところの，縫糸と織糸の引つ掛け試験の方法を検討した結果，ボタソ付けの際にも，基本的な引
つ張り構造の場合にはよくあてはまることを実験的に確かめ得た。
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